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生物資源環境学部

美術工芸学部

石川県立大学  Ishikawa Prefectural University

金沢美術工芸大学

学長：西澤直子
NISHIZAWA Naoko
植物細胞工学、植物栄養
学
任期：2019.4～ 2023.3

学長：山崎　剛
YAMAZAKI Tsuyoshi
工芸史、工芸論
任期：2018.4～ 2022.3

  Kanazawa College of Art
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所在地 〒921-8836 石川県野々市市末松1丁目308番地
交通 JR野々市駅からシャトルバス「のんキー」、県立大学下車
TEL 076-227-7220　FAX　076-227-7410
設置者 石川県公立大学法人（石川県）
開学年 2005年　（法人設立年 2011年）
学生定員 568名   教員数  65名   職員数  21名

HISTORY & MISSION
　本学は石川県農業短期大学（1971年創立）を母体に、社
会の新しいニーズに応えるため、2005年に学部を、2009
年に大学院研究科博士前期・後期課程を設置しました。
　農学の新しい展開として“生物資源環境学”という学問分野
を掲げ、自然環境との調和をはかりながら、持続的に生物
資源を利活用していくための教育・研究を目的としています。

PROFILE
【生産科学科】
〈生産科学コース〉生産・農業技術開発の基礎となる知識・
　技術を身につけた人材を育成
〈生産環境制御コース〉施設栽培における生産環境の制御・
　最適化、ICTの活用に対応できる人材を育成
〈先端バイオコース〉バイオ技術を研究開発で活用できる

地球規模で活躍できる可能性を秘めた人材を育成
　人材を育成
【環境科学科】
〈環境科学コース〉自然に関する広域な視点を持った環境
　技術者を育成
〈里山活性化コース〉自然を利活用した地域活性化・社会
　環境整備に携わる人材を育成
【食品科学科】
〈食品科学コース〉食品に関する幅広い知識・技術を身に
　つけた人材を育成
〈6次産業化コース〉生産・加工からマーケティングまで総
　合的な知識を身につけた人材を育成

TOPICS
　2019年4月から、より深く学び即戦力となる専門性を
身につけることを目的としてコース制を導入しました。

所在地 〒920-8656 金沢市小立野5丁目11番1号
交通 JR金沢駅よりバス、小立野バス停下車徒歩8分
TEL 076-262-3531　FAX　076-262-6594
設置者 公立大学法人金沢美術工芸大学（金沢市）
開学年 1955年　（法人設立年 2010年）
学生定員 695名   教員数  55名   職員数  13名

HISTORY & MISSION
　1946年、戦後の混乱と虚脱のなか、学問を好み、伝統
を愛し、美の創造を通じて人類の平和に貢献することを希
求する金沢市民の熱意により、工芸美術の継承発展と、地
域の文化と産業の振興を目指して金沢美術工芸専門学校が
創立されました。その後1950年に3年制の短期大学とな
り、1955年に金沢美術工芸大学として開学しました。さら
に、美術工芸研究所、大学院修士課程、芸術学専攻の設置、
学科再編を経て、1997年より大学院博士後期課程を併設
しています。創立以来、美術、デザイン、工芸、芸術学に
おいて国内外で活躍する有為な人材を輩出してきました。

PROFILE
●美術科：高度で創造的な技術の修得及び応用を図るとと
もに、古典から現代までを包含する美術理論を教授研究

未来を拓く美と知の創造拠点
します。将来、作家や研究者として新時代の美術分野で
活躍、貢献できる人材を育成します。

●デザイン科：3つの専攻にわたり連携した教育を行うこと
で、グローバル化、多様化の進む現代社会において、優
れた専門性を発揮できる人材の育成を目指します。
●工芸科：基礎的な造形力や素材に対する多様な技術の習
得により、ニーズに適応したものづくりや造形表現に取り
組み、世界に発信する人材の養成を目指します。

TOPICS
　本学では地域に密着した社会連携事業を活発に行ってい
ます。「ホスピタリティアートプロジェクト」など地域連携活
動で研究成果を広く社会に還元しているほか、産学連携活
動でも高い評価を得ています。また、現在 2023年度中の
新キャンパス移転に向け、準備を進めています。
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